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学校における食育の推進

～全ては子どもに 食を語らせること～

・ 給食を食育の授業時間にしましょう
・ 話食をしましょう
・ 意識は変えられないからシステムを変えましょう



家庭と比べてみた給食のすばらしさ 衛生編

・衛生管理 入室・搬入

・中心温度点検 1分以上７５度維持 3ヶ所以上
二枚貝（85～90度で90秒）

・真空冷却器

・滅菌保管庫

・靴やエプロン交換

・余洗い、三層シンク

・当日納品・即日調理 衛生管理基準等々・・・



家庭と比べてみた給食のすばらしさ 調理編

・野菜の切り方

・むいた野菜の皮

・栄養バランス（栄養摂取基準）

・化学調味料未使用 天然出汁

・カレーのルーは固形は使わない

・冷凍未使用

・



志を遂げることに対する 3大阻害要因

１ 配置基準

２ 学校・教員の食育に対する意識                   

３ 教員・学校に余裕がない 学校を取り巻く教育課題

          ・児童相談所案件
          ・保護者対応
          ・ICTなど新規対応
          ・登校渋り、不登校
          ・いじめ
          ・特別支援 教室離脱      … etc



食育・給食担当教員の主な声
・担任の先生の食に対する意識が（涙）

・配膳・下膳・お代わりなどの理屈に合わない教室ローカルルール

・担任の先生はうちのクラスの子は食べないというけれど

・そもそも、はじめによそる量がすくないから残るのに！

・４時間目終了を伸ばすから給食が犠牲になる

・テストの丸付けしていて給食指導をしてない

・せっかく給食メモ毎日書いても担任が読んでくれない

・栄養教諭は一人職だから、関係を悪くできない

・管理職も食育を重要視してくれない

・箸とスプーン両方いる？って言うけれど・・・



給食におけ問題抽出

① 給食開始時刻が遅れる（アレ対応調理員）

② 昼の校内放送運動会のダンス音楽を流す
と低学年は踊りだすからやめてほしい
給食と関係ないラジオ番組になっている

③ 教員が他のこと（丸つけなど）をしてい
て配膳・下膳状況を見ていない

④ 給食中の呼び出し リレー練習



⑤ 学校中給食を食育の授業時間と思っていない
⑥ 先生ごとのローカルルールがある

（偏食指導・お代わり）

⑦ 教員が互いの給食指導を見合うことがない
⑧ 給食指導についてそもそも話し合う場がない

⑨ クラスによって残食が極端に異なる
子どものお椀の持ち方等マナーがおかしい

⑩ 心を込めて作った給食の今日のポイントを書いた
   給食メモを子供に読んでくれない先生がいる



１ 好き嫌い ２ 残食量 ３ 担任によるクラスごとのルール

全国の栄養士・栄養教諭と話していて全員が同じことを言う

子どもの食べる食べないは担任次第
マナーの定着も担任次第

給食メモに献立の思いを込めているから
ぜひ子供に読んで聞かせてほしい

学校栄養職員・栄養教諭の皆さんは一人職なんです
一人で抱え込まないで！



ある学校の苦悩

・授業の規律が乱れている。廊下で遊んでいる児童多数。教室離脱は常時15名

・始業式、自分のクラスの担任発表以外全く聞いていない。

・掃除の時間遊んでいて掃除しない 水道には雑巾が複数枚放置

・廊下は常に物が落ちている 給食が終わると廊下に使用済みストロー散乱

・給食は残食7割 下膳バラバラ・グチャグチャ

・地域から多くの授業サポーターが入って教室で見守りも落ち着きなし

・結果として 担任１８名中4名がメンタルリタイヤ ２０％越え





給食の時間でどんなことを学ぶの？

給食の時間

給食指導食に関する指導

◇ 食の重要性

◇ 心身の健康

◇ 食品を選択する能力

◇ 感謝の心

◇ 社会性

◇ 食文化

◇ 食事環境

◇ 当番

◇ 運び方

◇ 配食

◇ 挨拶

◇ 会食

◇ 片づけ方

給食を美味しく楽しく味わって学ぶ

食育の学習時間にしちゃえばいいんだ！



教員の意識は変えられない

だから システムを変える マネジメント

食育を大切ではないという人はいない
それなのに校内での優先順位は低位に甘んじている

校長・学校栄養職員・栄養教諭は

→ ★ 意義や意味の説明と説得
→ ★ システムを変えてやらざるを得ない状況を作ってあげる

例：タブレット一人一台配布



システムチェンジ前 教員から聞かれる主な声

• うちのクラスの子は食べない

• 偏食・小食の子がいる

• 数が違う時、取りに行くのが大変

• 配膳が難しい（複雑な）時がある

• 配食量が多い時がある

• 親も嫌いで家で出さない

• 茶碗や箸の持ち方がおかしい

• 時間が足りない



全校で取り組んだ結果 食育・給食はどうなっているか

「子ども」「保護者」「教員」「学校」

子供 保護者

教員 学校（組織）

94%

6%

給食の時間が楽しみだ

90%

10%

給食は人生を健康で笑顔にする勉強だ

98%

2%

学校の食育に満足している

全クラス毎日給食中食育の授業をしている 食育推進委員会が楽しんで
取り組んでいる



重要度

取り組み度合

＋＋

－－ ＋－

－＋

集計から戦略的な方策を立てる

満足度を上げるには
取り組み内容の広報戦略

重要度を上げるには
必要観をもたせる広報戦略

例：教員

食育は重要である 具体的な取り組みを行っている



これを学校評価と言う

教員に不満を出させ、思いを語らせる



食育の授業時間である給食の問題抽出 思いや不満

① 給食開始時刻が遅れる（調理員）

② 昼の校内放送が給食と無関係の話や大音量の音楽
等ラジオ番組のようになっている（低担任）

③ 教員が他のこと（丸つけなど）をしてい
て配膳・下膳状況を見ていない（栄養士）

④ 給食中子どもや教員を呼び出す（担任）

学校の問題抽出と対応



⑤ 給食中に子どもを招集する(委員会・クラブ）（担任）

⑥ 学校中給食を食育の授業時間と思っていない（管理職）

⑦ 先生ごとのローカルルールがある（専科）

⑧ 教員が互いの給食指導を見合うことがない（担任）

⑨ 給食指導についてそもそも話し合う場がない（食育リー
ダー）

⑩ 子供のお椀の持ち方がおかしい（専科）



食育の授業時間である給食の本校における
課題抽出 → 改善提案

給食に於ける教員の約束①～⑪
① 給食開始時刻が遅れる→４校時の終了時刻の厳守

（★食物アレルギーチェックがあること ★黒板に給食メモ投影）

② 昼の校内放送の内容 ★給食のことに限定

③ 昼の校内放送音楽 ★穏やかで小さい音のBGM

④ 教員による配食・下膳の立ち会い義務（ ★コロナ禍配食システム）

⑤ 給食中子どもや教員を呼び出すのは緊急時のみ(教科の授業と同じ)

給食時間中のテスト採点禁止 → 給食は食育の授業時間

★職員会議の廃止→学年主任会（校長カリマネ）

食育推進委員会
組織的に取り組む

対応策の検討と実施



⑥ 教員による食トーク(★いただきますの時必読システム)
⑦ 給食のルール策定(教員毎のローカルルールの廃止

→  ★深小給食スタンダード 別紙 システム)
⑧ 教員向け食育（給食指導）研修会の実施

(★年度初め・長期休業中 システム）
⑨ 児童向け★給食集会における給食スタンダードの説明

（子供と同時に先生も聞いているから先生はやる）
⑩ ★給食指導交換による指導実施状況の確認と改善報告システム
⑪ 子供のお椀の持ち方が課題→ ★全校年３回の調査 システム



どのようなシステムチェンジをしたのか

１ 学年担任制（チーム○○小化）による給食指導ローテーション
２ 給食スタンダード策定と実施 （４月給食開始前に給食集会）
３ 給食メモの全学級食べる直前の担任による読み上げ

４ 給食時間の放送原稿は事前練習含め内容の限定
５ パシャパシャタイム
６ 給食時間を含めた学校公開 他

７ 運動会・卒業式など各種実施計画案役割分担への明記
８ 教員対象給食予告宣言の 大人への給食メモ

給食アレルギー読み合わせの中に「給食の問題点」を話す場を設定⇒食育推進委員会



食育推進委員会の歩み

教員に不満を出させ、
思いを語らせる

課題として組織的に取り組む
食育推進委員会がなければ、運営委員会

組織で取り組む理由は「大義名分」と同じ

例：ＰＴＡの会議に行って給食のことで不満を聴く（対応
せざるを得ない状況を創出する）

例 偏食指導が教員バラバラで登校渋りの原因

例 発達課題のある児童への適切な対応になっていない

対応策の検討と実施

ポイント：目標設定は？
ポイント：少なくとも初期値はとっ

ておこう

対応策修正・実施 最終結果

次年度計画
食に関する全体計画・指導計画策定



給食時間授業化の
ための共通ルール
（教育計画）

給食指導 

１ 学校給食の目標 

＊適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

＊日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を培い、

及び望ましい食習慣を養うこと。 

＊学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。  

＊食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊重す

る精神並びに環境の保全に寄与する態度を養う。 

＊食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を重ん

ずる態度を養うこと。 

＊我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

＊食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

２ 学校給食の内容 

＊正しく、楽しく食事をすることについての指導を行う。 

＊給食時の清潔や環境整備についての指導を行う。 

３ 指導上の留意点  

    給食は食育の学習時間であることを念頭に給食児童・食に関する指導を行う。その際、特

に以下の点について注意する。 

① 杉森小給食スタンダードに従って指導を行い、決して教室ごとの教員による独善的なローカルルー

ルをもうけない。常に同一歩調で取り組むこと。 

② 食事を楽しい雰囲気でとれるように配慮し、配膳は教員が立ち会うこと。配食量は個に応じて調整

すること。嗚咽するほど食べられないものは、保護者と確認のうえ、よそらないことを認めること。

小食の児童には適量を見極められるように徐々に指導しながら、下膳時に残して廃棄してしまうこ

とのないよう児童の心情に寄り添いながら指導を重ねていくこと。決して、一口でも食べろなど、

強引な指導は行わないこと。楽しい雰囲気づくりによって、食べてみようという気持ちにさせるこ

と。食缶の完食は目指さない。 

③ 教師は児童の班に入って、児童と食事を共にし、日常会話を通して一人一人の児童をよく観察し、

個人差に応じた指導を行う。生活指導上の問題などについても情報収集の場となることを念頭に、

観察をする。 

④ 衛生や安全に努め、特に給食当番などの清潔・最低限の給食マナー5項目（箸で挟む・口を閉じて

咀嚼する・パンは一口サイズにして食べる・肘はつかない・茶碗は親指を上にしてほかの指は底に

添える）については、自分自身のためだけでなく、他の児童にも安心で安全・清潔で心地よい時間

の基礎となることを理解させる。 

⑤ 教員は、学校栄養職員がその日の献立について心を込めて作成し、教室に配布している「給食ニュ

ース」を、当番が後方で着替えているとき、いただきますをする直前に自ら読んで聞かせること。

このプリントを読むことから、学習の時間である給食が始まる。 

           

  



杉森小給食スタンダード 

～給食の時間は 食育の授業です～ 

12：１５ 給 食
きゅうしょく

の準備
じゅんび

 

配
はい

ぜん 

〇給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、「もりつけ表
ひょう

」を見て、こんだてと食器
しょっき

の並
なら

べ方
かた

を確認
かくにん

します。 

〇ピンクトレーの児童
じ ど う

は、1番
ばん

はじめに先生
せんせい

に配
はい

ぜんをしてもらいます。多
おお

めにもり付
つ

けしてほしければ先生
せんせい

に伝
つた

えます。（ピンクトレーの児童
じ ど う

は、おかわりができませ

ん。） 

〇給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、なるべく残飯
ざんぱん

がないよう、先生
せんせい

と一人分
ひとりぶん

の量
りょう

を確
たし

かめて配
はい

ぜんをし

ましょう。 

〇給 食
きゅうしょく

を少なくしてほしい時
とき

は、必ず先生
せんせい

に伝えます。先生
せんせい

と相談
そうだん

して、バランスよく食
た

べられる量
りょう

だけよそってもらいましょう。オエっとなるものはおうちの人と先生で相談
そうだん

し

よそらなくてもいいです。時々
ときどき

無理
む り

のない範囲
は ん い

で挑戦
ちょうせん

してみましょう。 

〇配
はい

ぜんを待
ま

つ間
あいだ

や、配
はい

ぜんが終
お

わった後
あと

は、自分
じ ぶ ん

の席
せき

で静
しず

かに待
ま

ちます。 

 

「いただきます」 

〇「いただきます」の前
まえ

に、先生
せんせい

が「給 食
きゅうしょく

ニュース」を読
よ

みます。「給 食
きゅうしょく

ニュー

ス」を聞くことで、食
しょく

への関心
かんしん

や食欲
しょくよく

がわいてきます。 

〇給 食
きゅうしょく

に携わった人
ひと

に、感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを込
こ

めて「いただきます」のあいさつをしま

す。 

〇きれいに食
た

べて、給 食
きゅうしょく

に携
たずさ

わった人に感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを表
あらわ

しましょう。 

 

おかわり 

〇「いただきます」のあいさつ後
ご

、残
のこ

っているものがあればおかわりできます。 

〇石
せっ

けんで手
て

を洗
あら

い、ランチョンマットを机
つくえ

にしきます。全員
ぜんいん

マスクも付
つ

けます。 

〇先生
せんせい

が食物
しょくもつ

アレルギー対応
たいおう

の児童
じ ど う

を確認
かくにん

をします。 

→除去食
じょきょしょく

のある児童
じ ど う

の給 食
きゅうしょく

は、1番
ばん

初
はじ

めに先生
せんせい

が給食調理員
きゅうしょくちょうりいん

さんの所
ところ

に取り
と

に行
い

きます。 

〇給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、白衣
は く い

を着
き

ます。ぼうしもかぶります。 

〇危
あぶ

ないので、児童
じ ど う

だけでワゴン車
しゃ

は動
うご

かしません。必
かなら

ず先生
せんせい

がつきます。 

〇汁物
しるもの

の食
しょっ

缶
かん

、熱
あつ

いものの入
はい

っている食
しょっ

缶
かん

、重
おも

たい食
しょっ

缶
かん

は先生
せんせい

が運
はこ

びます。 

〇当番
とうばん

・係
かかり

の人
ひと

は配
はい

ぜん台
だい

をふきます。 

オエッてなるならよそらなくてよい 挑戦
できるときに挑戦しよう

食べられるものを捨ててしまわない
ようになるといいね

自分の食べられる量に減らしてもらってよい

食べられるならおかわりしよう

食缶を空にする完食は目指さない
自分の適量をよそって捨てることは減らそう

話し合って至った結論を反映





給食中「話食」の取り組み 時間食トーク

給食は食育の授業時間





食トークの留意点 成果

• 4校時終了直後教室に投影

• いつ読むんですか？→配膳が終わり当番
が着替えているときに読む

• 先生が読む 教員が読むと子供たちに聞
くように注意する（授業で初見の教材）

• 食育の6つの視点からその日に合ったも
のを栄養士が一つ選んで書く

• 裏面には手配表があり、使われている食
材が全てわかる

• 時間にして2分の話を聴いてから食べる
ので、聞いた情報を食べながら確かめら
れる

• 教員も児童も給食を勉強だと認識する

• 時々全校朝会や集会で食トークから出
題するクイズ大会を開くので、教員は読
まざるを得ない（システム）

ＨＰの 給食紹介（とどけ！夢ワゴン） 参照



給食授業交換（学年担任制の中で）

週5日のうち3回は違うクラスで給食指導をする





例⑪ 給食指導交換 ＰＤＣＡ
成果
• 担任以外でもアレルギー対応に不安が無くなった
• チェック漏れや曖昧な指導が無くなった
• 先生が子どもにきちんと食トークをするようになった
• 配膳指導や下膳指導をしっかり行うようになった
• 残菜の学級間格差がなくなった
• 全員エプロン、三角巾、マスク着用するようになった
• 教員ごとのローカルルールがなくなった
• 子どもたちにも教員にも「給食は授業時間だという意識」が根付いた

課題
・頻度が少ない → （改善策）週のうち３回は学年内の他のクラスへ

検証していこう（評価）



成果 学年担任制（Ｈ２６造語）も含めて）

• 担任のローカルルールの是正

• 「うちのクラスは食べない！」を修正

学年担任制とは

• 4時間目の授業の終わりの時間を守らざるを得ない

• 児童理解が進む（偏食・食物アレルギー・発達課題など）

• 1人で抱え込まない 等



給食パシャパシャタイム 偏食・クレーム対応



給食ギョギョギョデー
年
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本日はぎょぎょぎょデー！おうちの人と話食をしましょう♪ 

学んだこと・おうちの人に話したこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おうちの人から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おうちの人からの欄は写真や見て気付いたことやお子さんと話した内容・食に関する心配事などを書いていただけると幸いです。 

お忙しい場合はサインや印鑑でもかまいません。 

 



パシャパシャ・ギョギョギョの成果

• 一人一台のタブレットにて撮影。それを持ち帰ることで家庭での話食が進む

• 家庭への啓発がすすむ

• 児童が毎日の食トークをアウトプットすることで、聞いた話を整理し確認する

• 好き嫌いや小食の状況を家庭で確認できる

• 学校での児童の偏食指導について家庭との連携が始まる

• 個別相談（写真を基に教員と保護者と栄養士と養護）につながる

• 保護者からの感謝の言葉や意見がよせられ、教員のモチベーションも高まる

• 写真を撮る際、担任が皿や椀の配置を気にする

• 調理員が仕上がりを気にする（野菜のゆであがりの色や刻みなど）



パシャパシャタイムの感想

○どれくらい食べているのかよくわかってありがたい
○お茶碗に米粒がついていないくらいきれいに食べていて驚いた
○食べる量を調節できるのはとても良い
○どうしても食べられないものはまた挑戦すればよいという考えが素晴らしい
○いろいろなものがつかわれていて驚いた（手配票配布）
○鯖ものちゃんと食べてすごいねって褒めました

▽あまり食べていないので心配
▽嫌いでも家では食べさせている 一口は食べさせてほしい
▽よそる量が少ないように思った

▽ 個人面談 ⇒ 個別相談へ



個
別
相
談
シ
ー
ト
（
深
大
寺
小
学
校
作
成
）



給食キャラクターコンテスト



話食例 （家庭でしゃべりたくなる・家庭の食を変える話）

•校長先生と高血圧の話

•食育はなぜ教育（知・徳・体）の基礎なのか 人生の生き方に直結する

✩ 酢の角をとる砂糖とお母さんのツンツンをとる方法

✩ 合わせ出汁の相乗効果と協力

✩ かき氷のシロップと先入観 等々



成果

☆教員も驚く給食 鯛めし

☆二次発酵手造りパン

☆米のソムリエによる料理に合わせたコメの品種選択 →

☆羅臼と本枯節 出汁はすべてのベースです

•教員が知りたくなって聞いてくる YOUTUBE動画 お米編

•保護者が聞いて驚く 質問してくる



食文化校内標語コンテスト



成果

•教科連携が確実に行われ、食の指導計画に目が向く

→ 食の指導計画の活用を高める手段が増えた

・食の指導計画の該当箇所に教科書のコピーを張り付ける

・各教科の年間指導計画に食育に関する印（食指）をつけ

食の全体計画に促す



これからの取り組みにもご期待ください！

基本理念 子供たちの健やかな成長と生涯にわたる健康の保持増進。
そして，これから７万回食べる食事を楽しむことで，豊かな人生を笑顔で
過ごすことができるようになることを願う。

給食の時間 給食は楽しく食べて学べる食育の授業時間です

話食を目指して！

こうして出来上がった本校の理念



ここまでの質問タイム！

まずは近くの人と話してみて

この後ご質問承ります



偏食
２ 偏食のある児童生徒 

(1) 偏食とは 特定の食品や食品群を嫌って食べない、または限られ
た食品ばかりを好んで食べる傾向 にあることを偏食といいます。偏食
の原因としては、味、匂い、見た目、食感、温度、調 理方法、食器具、食
経験の乏しさ、家庭での食習慣、特定の食品を食べて体調を崩した負 
の経験など様々です。偏食の多くは、成長や味覚の発達に伴い改善し
ていく傾向にあります。

偏食・残食指導



偏食・好き
嫌いの軽減

育てる

知 る

作 る
献立
調理
片付け

生産
調理
献立
片付け
教科（ブック）

栄養
成長
健康

環 境

偏食・残食の対応



豆の日

行かれなかったクラスすごぉぉぉい！と言いに行ったクラス
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